
 38 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

小・中学生の意識調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 

小学６年生  有効回答数 N＝ ３１６  

中学２年生  有効回答数 N＝ ３０９  
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設問１－（１）将来どんな大人になりたいか 

10 18 18 11 26 14 30

10 27 16 6 25 10 5 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

正しいと思うことを勇気をもって行なう人 礼儀正しく思いやりのある人

生命や自然を大切にする人 社会のために働く人
家族を大切にする人 社会で活躍する人

その他 無回答

 
 

 

 

 

 

 

設問１－（２）将来，どんな生活をしたいか 

51 6 11 10 20 10

50 7 18 7 15 20

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

家族を大切にした生活 仕事を大切にした生活 趣味を大切にした生活
健康を大切にした生活 友達づきあいを大切にした生活 その他
無回答

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 「礼儀正しく思いやりのある人」「家族を大切にする人」の回答の割合が高い。

  中学生では，「礼儀正しく思いやりのある人」，小学生では，「家族を大切にす 

る人」が最も多く，「社会のために働く人」「社会で活躍する人」と回答した児

童生徒は，それぞれ１割程度であった。 

◆ 家族や友達など身近な人間関係を大切にした生活の回答の割合が高い。  
  小中学生ともに，約半数が将来は「家族を大切にした生活」を望んでいる。 

  「仕事を大切にした生活」は 1 割に満たない。  
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設問１－（３）これからの社会を生きるために必要な力【複数回答】 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

%

目標に向かって努力できる力

良いことと悪いことが区別できる力

友達をつくる力

社会や集団のルールを守る力

英語などの外国語が話せる力

自分の力で身の回りの問題を解決できる力

健康な体をつくる態度

順序よく考える力

昔からの伝統や文化を大切にする力

人のために行動できる奉仕のこころ

自分のしたことは自分で責任が取れる態度

その他

特にない

無回答

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 小中学生とも，「目標に向かって努力できる力」「良いことと悪いことが区別  
  できる力」「自分のしたことは自分で責任がとれる態度」が重要であると考え  
  ている。  
  全体的に，小中学生とも同じ傾向を示している。  



 

設問１－（４）今，夢中になっていること【複数回答】 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

%

友達づきあい

勉強

趣味

スポーツ活動，体力づくり

芸術・文化活動

ボランティア活動

地域で行なわれる活動

あそび（ゲームなど）

読書

その他

特にない

無回答

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

 

 

 

 

 

設

 

 

 

 

 

◆ 小中学生とも「友達づきあい」「スポーツ活動」「あそび（ゲームなど）」など  
  に夢中になっている回答が多い。  
  全体的に，小中学生とも同じ傾向を示している。  
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問２－（１）今の学校生活に満足しているか 

28 52 14 6 0

22 53 16 9 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

満足している だいたい満足している やや不満である 不満である 無回答

 
◆ 学校生活に満足しているとの意見が多数を占める。  
  中学生は約７割，小学生では８割が「満足」「だいたい満足」と回答している。



 

設問２－（２）「学校にいってよかった」と感じるとき【複数回答】 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

%

授業がよくわかるとき

冒険活動など自然体験活動をしているとき

先生に教えてもらえるとき

コンピュータなどを使った学習をしているとき

地域のいろいろな方から教えてもらえるとき

友達と会って楽しく過ごすとき

その他

感じることはない

無回答

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

 
 

 

 

 

 

設問２－（３）今の学校で問題と思うところ【複数回答】 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

%

授業がよくわからない

友達と関係がうまくいかない

体力がつかない

成績が上がらない

魅力的な先生がいない

校則がきびしすぎる

まわりに迷惑をかける人がいる

その他

特に問題はない

無回答

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

 
 

 

 

◆ 小中学生ともに「友達と会って楽しく過ごすとき」が最も多い。  
  小学生では，「自然体験活動をしているとき」が約７割あり，中学生に比べ 

  多い。中学生では，「授業がわかるとき」が約４割を占めている。 
◆ 小中学生とも「まわりに迷惑をかける人がいる」が最も多い。  
  次いで，小学生では「問題ない」が多く，中学生では学習に関する問題点を  
  指摘する回答が多い。  
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設問２－（４）理想とする先生像は【複数回答】 

0 10 20 30 40 50 60

%

勉強をわかりやすく教え
てくれる先生

悪いことをきちんと注意し
てくれる先生

話をよく聞いてくれる先生

だれにでも公平にしてく
れる先生

自分のよいところや得意な
ところを伸ばしてくれる先生

その他

無回答

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

 
 

 

 

 

設問２－（５）学校に望むこと【複数回答】 

0 10 20 30 40 50 60

友達や先生とふれあう時間を
大切にしてほしい

よく分かる授業をしてほしい

思いやりの心や感動する心を
育てて欲しい

いじめや不登校をなくしてほしい

習ったことを深めたり，興味の
ある活動を増やしてほしい

いろいろな体験活動が
できるようにしてほしい

その他

無回答

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

 
 

 

 

◆ 小学生では「得意なところを伸ばしてくれる先生」，中学生では「勉強をわか  
  りやすく教えてくれる先生」が最も多い。  
  小中学校で，理想とする先生像に大きな差はない。  
◆ 小中学校とも体験活動を望んでいる割合が高い。  
  小中学校とも「いろいろな体験活動ができるように」と望んでいる。  
  次いで，小学生は，「習ったことを深めたりする活動」を，中学生は，「よくわ  

かる授業」を望んでいる割合が高い。  
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設問２－（６）クラスの人数は何人ぐらいがよいか 

24 56 14 6

35 48 11 7 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

４０人のままがよい ３０人ぐらいがよい ２０人ぐらいがよい

２０人より少ないほうがよい 無回答

 
 
設

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆ 小中学生ともに，約半数が３０人程度のクラス編制を望んでいる。  
44 

問２－（７）学校選択性の是非 

45 22 27 6 10

58 18 17 7 10

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

行きたい学校を選べるのはよい

遠くの学校に行くのは危険があったりして不便になる

家に帰っても，学校の友達が近くにいないのでさみしい

電車やバスが近くにないところに住んでいる人は，学校を選ぶのに不公平である

その他

無回答

 

 

◆ 中学生は，「学校を選べるのはよい」とする回答が約６割であるが，小学生で 

は，肯定的な意見と否定的な意見に分かれている。 



 

設問３－（１）近所の大人と話す機会の有無 

25 53 18 4 0

11 45 30 13 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

よくある ときどきある ほとんどない 全くない 無回答

 
 

 

 

 

 

設問３－（２）大人になったら，どんな近所づきあいをしたいか 

12 68 18 210

8 69 19 3 10

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

家族同様のつきあい 親しく話をするつきあい あいさつをする程度のつきあい

ほとんど，つきあいはしない その他 無回答

 
 

 

 

設問３－（３）住んでいるところは，地域活動が活発か 

19 43 26 11 0

15 37 30 18 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

思う だいたい思う あまり思わない 思わない 無回答
 

 

 

 

◆ 小中学生とも，近所の大人と「よく」または「ときどき」話すとの回答が過半

数である。  
  ただし，中学生で５割強，小学生で約８割であり，中学生になると減少する傾

向が見られる。   

◆ 小中学生とも，約８割が近所と「親しく話しをするつきあい」を望んでいる。  
◆ 小中学生とも，半数以上が地域活動が活発と思っている。  
  特に，小学生は６割を超える児童が，活発と思っている。  
45 



 46 

設問３－（４）地域活動に参加した経験 

24 53 16 7 0

10 46 28 16 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

いつも参加する ときどき参加する ほとんど参加しない まったく参加しない 無回答
 

 

 

 

 

設問３－（５）参加しない（できない）理由 
    （設問３－（４）で「いつも参加する」と回答した以外の方のみ回答） 

8 21 0 18 6 9 34 3

13 21 2 26 14 11 11 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生

中学２年生

体を休める時間にしたいから 自分の趣味の時間にしたいから
１人でいたいから 地域で行なわれる活動に興味がないから
地域で行なわれる活動の情報がないから 友達が参加しないから
その他 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 小学生の約８割の児童が地域活動に参加したことがある。  
  小学生で約８割，中学生でも５割を超える児童生徒が地域活動に参加してい  
  る。  

◆ 参加しない理由は様々であるが。「興味がないから」「自分の趣味の時間にした  
いから」とする回答が比較的多い。  

  中学生の３割弱，小学生の約２割が「興味がないので参加しない」と回答し  
  ている。  



 

 

設問３－（６）地域活動の意義【複数回答】 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

%

集団で行動することで，社会で
生活するための力が身につく

人とのふれあいを通して，人間
関係をうまくつくる力が身につく

思いやりや奉仕の心が育つ

地域の伝統や文化を伝え，
郷土を愛する心が育つ

自然に親しむことで，自然を
大切にする心が学べる

意味がない

その他

無回答

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

 
 

 

 

 

設

 

 

 

 

 

 

 

◆ 地域活動の意義は，社会性を身につけるためだと考えている小中学生が多い。  
  小中学生ともに「人間関係をつくる力が身につく」が最も多く，次いで，「社  

会で生活をするための力が身につく」となっている。  
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問３－（７）近所の大人に注意された経験 

3 20 49 28

4 15 41 40 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

よくある ときどきある あまりない まったくない 無回答
 

◆ 「近所の大人に注意されない」との回答が，約８割である。 

  小中学生とも約 8 割が近所の大人に注意されることは「あまりない」「まった 

くない」と回答している。 



 

設問３－（７）近所の大人に注意された時の気持ち 

14 12 60 11 3 1

18 17 39 23 30

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

関係ない人に注意されるのですごく頭にくる 学校の先生や家の人に言わないでほしいと思う

素直に悪かったと思う 別に気ならない

その他 無回答
 

 

 

 

 

設

 

 

 

 

設

 

◆ 注意を肯定的に受け止める回答が多い。  
  小学生で 6 割，中学生で約 4 割が「素直に悪かった」と受け止めている。 

ただし，「頭にくる」など否定的に受け止める児童生徒も約 2 割いる。 
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問４－（１）ボランティア活動の経験の有無 

12 40 47

10 39 51

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

したことがあり，今もしている したことがあるが，今はしていない したことがない 無回答
 

問４－（２）ボランティア活動への意欲 

15 50 24 11 0

11 38 30 21 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

ぜひしてみたい できるだけしたい あまりしたくない したくない 無回答
 

◆ 小中学生ともに，約半数がボランティア参加の経験をしている。  
  小中学生で約５割がボランティア活動の参加経験があり，１割が現在も活動し

ている。  

◆ 小中学生とも約５割がボランティア活動をしてみたいと回答している。  
  中学生では，ボランティア活動の意欲の低下がみられる。  



 

設問５－（１）家庭で決まった仕事（手伝い）の有無  

73 27

55 45

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

ある ない 無回答

 

 

設問５

小

中

 
 
 

 

設問５

小

中

 

 

 

◆ 

◆ 

◆ 
 家庭で決まった仕事のある割合は，小学生で約７割，中学生は５割強である。  
中学生では，割合が減少している。  
－（２）どのくらい家庭で仕事（手伝い）を行っているか 
 （設問５－（１）で「ある」と回答した以外の方のみ回答） 

52 46 200

38 56 5 10

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学６年生

学２年生

毎日している 時々している ほとんどしていない 全然していない 無回答
 

－（３）悪いことをして家の人に叱られた経験  

34 52 13 11

29 51 17 20

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学６年生
N=３１６

学２年生
N=３０９

よくある ときどきある あまりない まったくない 無回答
 

家庭で決まった仕事があると回答したうち，毎日している割合は，小学生で約  
半数，中学生で約４割である。 
小中学生とも，８割以上が，「悪いことをして，家の人にしかられたことがあ 

る」と回答している。 
49 



 

設問５－（４）家の人があなたのことで心配していること 

16 15 28 8 0 4 9 7 11 2

6 7 39 7 1 22 2 4 11 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

あいさつすることや言葉づかいのこと 身の回りの整理・せいとんのこと 勉強のこと
友達づきあいのこと 頭髪，服装のこと 進路のこと
お金の使い方のこと その他 特に心配していない
無回答

 
 

 

 

 

 

設

 

 

 

設

 

 

 

◆ 小学生はあいさつ・身の回りの整頓などや勉強，中学生では勉強や進路に関す

ることが多い。  
  小中学生ともに，勉強のことが最も多いが，小学生は基本的生活習慣，中学生 

  では進路に関するも多い。  
問６－（１）習いごとや文化・スポーツ活動の状況 

80 20

63 37

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

している していない 無回答
 

◆ 小中学生ともに既に６割以上が習い事や文化・スポーツ活動を行っている。  
  特に，小学生が８割と高い割合を示している。   
問６－（２）習いごとや文化・スポーツ活動に参加してみたいか 

77 21 2

63 35 2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

思う 思わない 無回答

 

◆ 小中学生とも６割以上が，今後文化スポーツ活動に参加したいと回答している。

  特に，小学生が約８割と高い割合を示している。  
50 



 

設問６－（３）習いごとや文化・スポーツ活動に参加していない理由 
  （設問６－（１）で「してない」と回答した方のみ） 

11 0 8 5 25 22 6 22

24 5 13 1 28 10 12 6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生

中学２年生

学校の勉強や運動だけで十分だと思うから どんな習い事や文化・スポーツ活動があるかわからないから

参加したい習い事や文化スポーツ活動がないから 習い事や文化スポーツ活動がすきでないから

自分の好きなことをする時間がほしいから 家の事情があるから

その他 無回答

 
 

 

 

 

設問６－（４）習いごとや文化・スポーツ活動をしてみたい場所 

38 11 42 4 4 1

27 18 46 2 4 3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

学校の教室や校庭，体育館 市の生涯学習センターや図書館，体育館など

民間の塾やカルチャーセンター，スポーツクラブなど 地域の集会所

その他 無回答

 

 

 

設

◆ 小中学生ともに，「自分の好きなことをする時間が欲しい」との回答の割合が  
高い。  

  次いで，中学生では「学校での活動で十分」，小学生では「家の事情」が多い。
 ◆ 小中学生とも，民間施設での活動を希望する回答が最も多い。  
  中学生で約５割，小学生で約４割である。次いで，身近な学校での活動を希望

する回答が多い。  
問６－（５）文化・スポーツ活動などを応援するために，市が支援すべきこと 

35 26 34 3 1

34 31 29 5 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学６年生
N=３１６

中学２年生
N=３０９

習い事や文化・スポーツ活動などの活動を増やす
生涯学習センターや体育館などの活動する施設をよくする
習い事や文化・スポーツ活動などのお知らせがすぐわかるようにする
その他
無回答
 ◆ 小中学生とも「参加できる様々な活動を増やすこと」「施設を充実すること」  
  「情報の発信に努めること」で回答が分かれている。  
51 
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